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竹口和良 く京大 ･人間環境学 ･環境冊稚認知的)
2頭のサルに注視と記憶坊尋性の限球運動を組
み合わせた2種類の顕現を訓練した｡ODR現収で
は､3秒の遅延の後､視覚刺激提示位正へ限球連
動をする｡C･ODR課屈では､刺激提示位匠から9
0度時計回りの位匠へ眼球連動をする｡探屈遂行
中のサルの前頭連合野叩外側部より328佃のニ
ューロンを坤放し､両方の珠現時に記録され孫招
関連活動を示した119佃のニューロンについて
詳細に検討した｡その結果､方向選択性を示した
遅延期間活動の86,6が視覚利敵の提示位匠に関
する情報を､I4,名が反応期の運動方向のIi附Rを
衣魚していることが明らかになった｡一方､現先
利敵提示期の活動は企てが投光利敵提示位正に関
する情経を､反応期の活動では､67,名が連動方
向の情報を､残りの33,6は祝兜I朋Rを衣魚して
いた｡後者の大部分か利敵提示位荘怖経を反映す
る遅延期間活動をも示していたことから､この活
動は遅延期間活動の制御信号として概柁している
と思われる｡また､反応期の運動方向を反映する
遅延期間活動のいずれもが､手かかり刺軟提示後
に活動を開始し､遅延期間中活動が持続すること
から､祝究情事的､ら連動情紺への変換が手かかり
刺敢提示後の早い時期に行われている可能性が示
唆された｡今後､視覚怖租から連動情報への変換
蛾橋を手かかりに､前頭連合野での情報処理機構
を明らかにしたいと考えている｡
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